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用 途  一戸建て住宅 

最 高 の 高 さ 7.786ｍ 階数 地上  2階  地下  1階 

構 造  木造 

敷 地 面 積            346.10㎡ 

建 築 面 積 134.32㎡  
届出以外 

の部分 
0㎡  合計 134.32㎡ 

延 べ 面 積 320.30㎡  
届出以外 

の部分 
0㎡  合計 320.30㎡ 

屋上に設置する建築 

設備の種類及び高さ 
□ 高架水槽     ｍ    □ その他     ｍ 

色 彩 の 変 更 部 分 

と そ の 面 積 
面積      ㎡  

仕 上 材 

屋 根 スレート 

色 彩 

屋 根 
黒色 

2.0P／2.95／0.24  

外 壁 サイディング 外 壁 

グレー色 

5.0Y／8.0／0.5 

4.5Y／6.5／0.4 

ﾊﾞﾙｺ

ﾆ ｰ 
硬質低発泡ウレタン樹脂 

ﾊﾞﾙｺ

ﾆ ｰ 
茶色 

5.8YR/4.1/2.2 

開
発
行
為
の
概
要 

開 発 区 域 の 面 積             ㎡ 

行 為 の 目 的 
分割 （   区画） （最小区画面積     ㎡） 

その他（                 ） 

行 為 の 内 容 
切土 （      ㎥） 盛土 （     ㎥） 

その他（                    ） 

（注）１ 仕上材欄には、表面仕上の材料をできるだけ詳しく記入してください。 

    （ 例：日本瓦、波型スレート、小口タイル等） 

   ２ 色彩欄には、マンセル表色系を記入してください。 

   ３ この届出書には、景観配慮に関する見解書及び鎌倉市都市景観条例施行規則別表第１に掲

げる図書を添付してください。 



第３号様式の３（第９条の３）            

景 観 配 慮 に 関 す る 見 解 書 
 

 

１．共通事項 

行為計画地周辺の景観の特徴（景観的特性、景観資源等）をつかみ、記入する。 

 

着 眼 点 計 画 地 周 辺 の 現 況 等 記 入 欄  

地 域 的 特 徴 
昭和40年代中ごろに宅地分譲された造成地であり、敷地西側に七

里ガ浜がある。 
 

まち並みの連続性 
敷地東側は2階建一般住宅、南側は空地、北側及び西側は公道であ

る。 
 

周辺建物のデザイン 無機質な一般住宅である  

眺 望 景 観 眺望として稲村ケ崎海浜公園から建築敷地を望むことは出来ない  

景 観 資 源 低層を基調とした落ち着きのある街並みである  

 

２．建築物の建築 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 
配 慮 事 項 記 入 欄  

配 置 ○ 
西側に従前同様地下駐車場を設置配置した。東側一般住宅側

にも緑地帯を設け景観に配慮した配置で計画した。 
 

形 態 意 匠 ○  シンプルな造形とし、2階建とした。  

色 彩 ○ 外壁は落着いた白系の色とした。  

建 築 設 備 ◎ 公道からは建築設備は見えない。  

外 構 緑 化 ○ 公道正面より緑地が見えるよう配慮した。  

 

３．開発行為 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 
配 慮 事 項 記 入 欄  

造 成    

擁 壁    

敷き際・緑化    

 

自己評価  ◎ ：十分配慮した 〇 ：配慮した △ ：部分的に配慮した × ：配慮できなかった 




























